
大
連
立
も
国
民は
容
認
す
る
だ
ろ
う。
改
正

すべ
き
項
目は
多
岐に
わ
た
る
が、
その
中

で
も
特に
政
治の
根
本
的
改
革とし
て、
い

くつ
か
提
案し
た
い。

一
つ
目は、
国の
リ
ー
ダ
ーに
信
任と
安

定
を
与え
る
「
首相
公
選
制」
を
導入
す
る

こ
と
で
あ
る。
マ
ニ
フェ
ス
ト
を
例に
し
て

も、
国
政
選挙の
もの
に
比べ、
地
方の
首

長の
もの
の
方が、
は
る
かに
実
現
性と
実

効
性が
高い。

直接選挙で
住
民
か
ら
信
任

を
得た
とい
う
首長の
自
負と
四
年
間の
佳

期の
保
証が、
高い

政策実行カの
源と
な

っ
て
い
る。
首
相
を
直
接
選
挙
す
る
こ
と

で、
国
民
の
政
治へ
の
参加
意
欲と
責
任
感

も
高ま
る
こ
とだ
ろ
う。

ニ
つ
目は、
二
院
制の
持つ
「
ね
じ
れ」

とい
う
欠
陥の
防止
で
あ
る。
こ
の
数
年、

衆議
院と
参
議
院の
勢
力が
逆
転
す
る
「
ね

じ
れ
国
会」
が
常態
化し、
両
院
間の
調
整

が
容
易
に
進
ま
ず、
政
治
が
混
迷
し
て
い

る。
乙
の
際、
一
院
制を
採
用
す
る
こ
と
も

選
択
肢の一
つ
で
あ
ろ
う。
ま
た、
二
院
制

を
維持
す
る
場
合で
も、
地
方
分
権
国
家を

目
指
す
た
め、
参
議
院は
地
方の
代
表で
構

成し、

福祉や
生
活に
密
着し
た
論議
を
す

る。
一
方で、
衆
議
院に
は
外
交・
防
衛、

マ
クロ
経
済・
国
家
財
政
など
の
国
家的
課

題の
審議に
優
先
権
を
与え、
両
院
を
棲み

分
け
さ
せ
るべ
きで
あ
る。

三
つ
目は、
憲
法に、
地
方分
権
国
家の

確立
と
固と
地
方の
役
割
分
担
を
明
確に
規

定す
る
こ
と
で
あ
る。
小
さ
な
中央
政
府と

活
力あ
る
地
方政
府
をつ
く
り、
国
内
外の

課
題に
迅
速に
対
応
し
得る
国
家
体
制に
し

な
ければ
な
ら
ない。

こ
の
国の
将
来
を
展望
す
る
な
ら、
こ
う

し
た
政
治
制
度の
根
本
的
改革
を
断
行すべ

き
で
あ
る。
今こ
そ
憲法
を
抜本
的に
見
直

し、
日
本
を
再
生
さ
せ
る
時
なの
だ。

中
嶋
嶺
雄（
i
i
i

国大
際学
的教
人育
材の
の抜
養本
成的

そ撃
よ
る

東西
冷
戦が
終
わ
り、
世
界の
急
速
なグ

ロ
ーバ
ル
化が
始
まっ
て
か
らニ
O
年が
過

ぎ
た。
天
安
門
事
件
と
い
う
「
中
国の
悲

劇」
を
代
償にベ
ル
リ
ン
の
壁が一
挙に
崩

れ
て
東欧
諸
国が
民
主
化し、
次い
で
社
会

主
義の
超
大
国ソ
連も
解
体す
る
とい
う
歴

史の
大
転
換に
私た
ちの
同
時
代
史は
直面

し
た。
その
同じ
時婦に
I
T
革命が
起こ

り、

国境や
時
間
差
を
超え
て、
世
界は
グ

ロ
ーバ
ル
化し
て
い
る。

と
の
こ
O
年
程の
変
化
と
発
展の
過
程

で、
日
本は
決
定
的に
立
ち
遅れ
て
し
まっ

た。
時
代の
最先
端
を
行
くべ
き
高
等教
育

機
関、
つ
ま
り日
本の
大
学・
大
学院は、

い
まや
香
港、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル、
韓
国、
中
け

園、
台
湾など
ア
ジ
アの

近隣諸
国に
比べ
り

て
も
水
を
あ
け
ら
れつ
つ
あ
る。
グロ
ーバ

ル
化
時
代の
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン・
ツ
ー

ル
と
し
ての
英
語
能
力
を
見て
み
る
と、
毎

年五
O
i
六
O
万
人の
大

学卒業生が
出て

い
る
のに、
T
O
E
F
L
（PBT）
の
ス

コ
ア
で六
O
O
点
以
上の、
英
語
を
仕
事に

使え
る

卒業生は
な
ん
と0・
二
%
程に
過

ぎ
ない。
残りの
九
九十
八
%は
中
学・
高

校・
大
学と
少な
く
と
も一
0
年間は
英
語

を
学ん
で
きた
は
ず
なの
に、
その
英
語
を

仕
事で
は
使え
ない
ま
ま
大
学
を
卒
業し
て
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これが私たちの望んだ日本なのか

い
る
の
だ。
こ
こ
に
わ
が
国の
英
語
教
育の

根
本
的
な
誤
り
と
損
失
が
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
ない。

一
方、
グロ
ー
バ
ル
化が
始
まっ
た
時
期

の一
九
九一
年に、
大
学
設
置
基
準の
大
綱

化に
よっ
て、
わ
が
国の
全
ての
大
学か
ら

教
養
教
育が
ほ
ぼ
消
え
て
し
まっ
た。
学
部

教
育
で
もっ
と
も
重
視
すべ
き
教
養
教
育が

な
く
なっ
た
半
面、
ま
だ
自
分の
適
性
も
定

か
で
ない
歳
若い
学
生が
入
学
時か
ら
専
門

教
育の
小
部
屋に
閉
じ
込め
ら
れ
る
こ
と
に

なっ
た。
し
か
も
驚
く
な
か
れ、
国
立
大
学

が
全
て
法
人
化
さ
れ、
公
立
大
学
で
は
国
際

教
養
大
学が
初の
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

たこ
O
O
四
年度に
い
た
る
ま
で、
わ
が
国

の
国
公
立
大
学
で
は、
こ
の
グ
ロ
ーバ
ル
化

の
時
代
だ
と
い
うの
に、
外
国
人
が
学
長、

学
部
長
や
正
規の
教
授に
さ
え
な
れ
な
かっ

た
の
で
あ
る。
教
育
公
務
員
特
例
法
と
い
う

，
悪
法e
の
な
せ
る
業で
あっ
た。

日
本の
多
くの
大
学は
「
日
本
人
が
日
本

人に
日
本
語
で
教
え
る」
と
い
う
，
知の
鎖

国e
状
態
を
依
然
と
し
て
温
存
し
て
お
り、

カ
リ
キュ
ラム
は
変
わ
ら
ずキャ
ン
パ
ス
も

ま
だ
ま
だ
異
文
化
空
間
に
は
なっ
て
い
な

い。
こ
れ
で
は
日
本の
将
来に
もっ
と
も
必

要
な
国
際
的に
活
躍で
き
る
人
材は
育
成
で

遅参
も日
三 奈
も辰
生史
書 上
，，，，..、 、

力 自
カミ露
Ji§ 空
しミ硲

森
永
卓
郎（エコノミスト）

民
主
党
の
変
節
に

ど
う
対
処
す
る
の
か

民
主
党
政
権は、
財
源
が
ない
か
らマ
ニ

フェ
ス
ト
を
実
行
で
き
ない
の
で
は
ない。

い
ま
の
執
行
部は、
実
現
す
るつ
も
り
が
な

い
の
だ。

民
主
党は
政
治
理
念が
大
き
く
異
な
る二

つ
の
グ
ル
ー
プ
を
抱え
てい
る。
一
つ
は
改

革
派グ
ル
ー
プ
で、

官僚、
財
界、
そ
し
て

ア
メ
リ
カ
と
対
決
し
よ
う
と
す
る。
その
代

表が
小
沢
グ
ル
ー
プ、
旭
山
グ
ル
ー
プ
だ。

き
ない。
外
国
語
能
力と
深い
教
養
を
身に

つ
け
た
国
際
的
人
材の
育
成こ
そ
急
務
で
あ

る。も
う一
つ
は、
守
旧
派
グ
ル
ー
プ
で、
官

僚、
財
界、
ア
メ
リ
カ
の
利
権
を
守ろ
う
と

す
る。
その
代
表が、
前
原・
野田
グ
ル
ー

プ
だ。二

O
O
九
年の
総
選
挙
時の
マ
ニ
フェ
ス

ト
は、
小
沢一
郎
氏が
代
表
代
行
を
務め
て

い
た
こ
と
も
あ
り、
改
革
派の
思
想
を
中
心

に
作ら
れ
てい
る。
だ
か
ら、
政
権
発
足
時

に
は、
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に、

官僚の

答
弁
を
禁
止
し、
日
本
経
団
連と
は
幹
事
長

と
なっ
た
小
沢
氏が一
切
面
談
せ
ず、
そ
し

て
普
天
間
基
地は
最
低
で
も
県
外と
い
う
方

針だっ
た。

と
こ
ろ
が、
鳩
山
総
理の
普
天
間
問
題
で

の
変
節と
辞
任に
よっ
て、
前
原・
野田
グ
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